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2005 2010.35 　90.44 43.15 192.88 596.95 1066.39 145.94
2006 2050.00 　97.20 52.75 196.25 570.82 1023.40 171.18
2007 2095.19 103.28 67.37 197.33 532.48 　982.67 172.82
2008 2130.81 108.40 70.73 196.50 499.74 　944.25 185.49
2009 2158.63 111.94 68.30 193.24 476.09 　914.42 227.28
2010 2181.58 115.13 69.78 192.13 459.89 　887.34 265.41












































































































































































































　3　級、中学校教師が 4 級、高校教師が 5 級に到達することが求められている。
然し、40％の教師はこの基準を満たしていないのが現状だ。漢語検定試験で
　８　級、 7 級、 6 級の達した教師は非常に少ない。
　4.6　新疆の大学生の就職率が低い
　近年30％前後の少数民族学生が就職できておらず、南新疆の就職問題は更
に深刻である。2003年、全新疆で少数民族大学生の就職率は72.98%で、逆
に漢族大学生の就職率は96.91％で、その差は20％もある。2009年の大学生
の就職活動で内定が確定した漢族学生は30％未満で、少数民族大学生の内定
率は5％未満である。これらから大学、専門学校卒業した少数民族学生の就
職問題が深刻であることが分かる11。
11　居来提・色依提，「新疆における少数民族の大学卒業生に対する雇用政策」、『アジア研究
所記要』、2013年12月。
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　5　．少数民族教育及び人材教育に対する更なる提案
　5.1　教育の質を上げることをもっと重要事項と位置づける
　自治区党委員、人民政府教育庁、各級教育行政部門、各学校はこの問題の
重要性を認識し、農村の（学校）から始め、詳細を見逃さず、それぞれの学
校は確実な措置を制定して、それを真剣に実行して現実的な行動を取る。
　5.2　少数民族教育に更なる投資を
　少数民族教育に対してもっと投資をし、農村地域の小、中学校の校舎を改
造、改善する。徐々に、新疆農村の子供たちの高校教育の学費を無料にする
と同時に国家が専門的な機関を設け、農村地域の学生に助成金を提供すると
同時に学費減免をすることを提案する。少数民族地域で師範学校に対しても
教育部直属の師範学校と同じく学費減免政策を適用し、地質、炭鉱、水利、
農林業など比較的難度の高い専門に関しても、学費減免、下宿減免と共に生
活費を補助する。
　5.3　教師育成を最重要課題として捕らえる
　新疆の教育の質が低く（特に少数民族教育）、自治区の経済の発展と少数
民族自身の発展の妨げとなっている。新疆の教師部隊の質を上げるのに以下
の五つの方面のから着手することが必要である。
　第一、漢語レベル：近年の自治区の少数民族教師に対する“汉语”研修が
大きな成果を上げた。然し研修の量と質からすると、社会のニーズを満足す
ることができない。現実から見ると、内地での研修の効果が大きく、自治区
内で研修の効果はそうでもない。したがって新疆は少数民族教師の漢語レベ
ルあげることと、研修のあり方について巨大な投資し、確実に研修の質を上
げなければならない。
　第二、専門知識。小中学校で大多数の教師が数学、物理、化学、生物学、
地理、歴史、政治などの科目を担当し、これらの科目も専門性が非常に高い。
少数民族教師が漢語を使って、少数民族の学生にこれら科目を教えるのは簡
単なことではない。新疆では熟練されたこれらの教師が不足すると同時に、
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自分が担当している科目に自分も合格できないの事実だ。この問題が新疆関
係機関の注目を引いている。
　第三、教える能力。“教える”こと自体が一つの科学であり、芸術である。
　“教える”ことは論理的な問題だけではなく、実際の問題でもある。私たち
の各地の小、中学校に対する調査によると、先生たちの“教える”能力が低
く、科学的に教室を組織することができない、しかも、“教える”方法も遅
れている。どのようにして教師の“教える”能力を上げるかということが自
治区教師育成内容の重視すべてき問題でもある。
　5.4　現代のデジタル技術の力の十分に利用する
　現在、新疆の大学、専門学校、都市の小学校で教育設備、IT 技術が大き
く改善された。しかし、農村と酪農家地域での小学校の設備と都市の差は依
然と大きい。国家の支援で先進設備を導入し、この差を小さくする必要があ
る。主にインターネットなど駆使し、遠隔教育を実現する必要がある。
　5.5　“双语”教育を更に発展させる
　　“双语”教育を幼稚園から始め、小学校から力を入れる必要がある。住民
の住んでいる割合と言語環境の違いよって、都市と田舎で暮らす児童の漢語
レベルも大きく異なる。近年少数民族の間で漢語教育推進するのに、ある程
度の思想的な障害があるのも事実だが、最近、少数民族民衆の間で子供たち
が漢語を勉強する積極性も頂点に達した。しかし現実問題として漢語を教え
る教師の不足に直面している。
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　5.6　専門技術教育も力を入れる
　長い間新疆の少数民族に対して、大学、専門学校などで学歴教育が行われ、
それが学生の就職難という問題を起こすことになった。新疆経済大きく発展
させるため、新しい形の工業化や新規の集落発展のため、大学と専門学校で
は社会のニーズにあった専門技術を押していく必要がある。
　5.7　人口が少ない小数民族の教育事業の重視
　人口がもっとも少ない縁辺集落の少数民族、例えばタジク族、キルギス族、
シボ族、达斡族、タタル族、ウズベック族などの少数民族に対して優遇政策
を取りいれる。同時にその地の小学校を支援すると同時に、新疆内の及び内
陸の中学校で彼らの為の特別な枠を設ける。大学受験では特別に優遇する。
　5.8　大学、専門学校卒の少数民族学生の就職問題
　現在、新疆少数民族大学、専門学校卒業生は就職難に晒されている。従っ
て、大学は経済社会のニーズに適応し、選抜された専攻を設け、教育で改革
写真　5　.幼稚園双語教育（1） 写真　6　.幼稚園双語教育（2）
　（出典）http://image.baidu.com/ 
　（出典）http://image.baidu.com/ 
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を行い、人材育成計画を改善して、教育質を高め、経済社会の成長に合った
優秀な人材を育成しなければならない。各政府、大学、専門学校が就職指導
を強化しなければいけない。
　5.9　少数民族教育研究の強化
　改革発展の中で新疆少数民族教育が直面した問は題様々で、かつ複雑であ
り、多くの問題をいっぺんに解決するのは難しい。そのため、少数民族教育
に対する調査、研究は急務となっている。自治区教育庁に毎年研究ガイドを
組み入れることを提案し、研究テーマ確定、入札募集方式を採用して、研究
者と現地のスタッフが念入りに調査研究を展開し、新疆少数民族に対して改
革の発展中に現われた新しい見解と問題に対して、解決策と計画を提案し、
それを戦略的に行なわなければならない。
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